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 残暑お見舞い申し上げます。皆様、いかがお過ごしでし

ょうか？あっという間に 8 月下旬、夏休みももう終わりで

す。子ども村では鈴虫が鳴きはじめました。この夏も猛暑

が続き、一時期は京都でも 39℃という最高気温を記録しま

した。体調を整え秋に向かいたい今日この頃です。では、

2 か月ぶりの地球環境子ども村だよりを始めます。(= ・̂̂ =) 

◎これまでの行事報告（6 月～7 月） 

 

 

 

  6 月 7 日（金）午後 7 時～9 時 参加者：21 名 

  場所：ガレリアかめおか工作室・曽我谷川 

  講師：植木 永子（環境学習指導員） 

ホタルについての講義では、空欄を設けた学習プリント 

を子どもたちに配布し、クイズを交えながら学習を進めま

した。その後、ガレリアかめおか裏の曽我谷川へ行き、実

際にホタルの観察です。 

昨年の豪雨や台風等の影響か、あまりホタルが飛んでお

らず、小雨の中、短時間の観察でしたが、草むらでホタル

が光っている様子が見られました。参加者からは、「きれ

い！」「あそこで光ってる！」と声が上がりました。 

 

   ホタルクイズに答えよう! ↑ 
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    「ビオトープで観察しよう！」 

6 月 15 日（土）午前 10 時～12 時  参加者：28 名 

講師：岩井 大輔氏 

まず、今日観察する 4 種類のカエルの写真と鳴き声を聞き 

 

 

 

 

 

ました。危険な生き物の対処法などを聞いて、雨が降る前

に、観察に出かけました。ビオトープでは、子どもたち一人

一人にタモ網とトレイが渡されました。思い思いに池をすく

う参加者たち、すぐ先生に「これ何ですか？」と聞きに行き

「イトトンボのヤゴだよ。」「これはマツモムシ、腹を上に泳

ぐよ。」更に、ヤゴが 4、5 種類、ミズムシのなかまやヒメゲ

ンゴロウまで見つかりました。また、おたまじゃくしも 2、3

種類位、見られました。いつの間にか、子どもさんだけでな

く保護者の方も一生懸命すくっていました。モリアオガエル

の卵塊は 3 つ観察することが出来ました。池での観察も無事

終わり、「まだ、沢山すくいたい！」と子どもたち、名残惜

しそうにビオトープを後にしました。 

 

 

 

 

 

 

 

  採集した生き物をみんなで観察 ↑ 

 

 

  7 月 13 日(土) 午前 10 時～12 時 参加者 114 名 

 亀岡生き物大学「開校式＆水辺の教室」が、保津川で行わ

れました。小雨が降るあいにくのお天気でしたが、参加者の

親子の熱気があふれ、にぎやかに始まりました。 

開校式は、生き物大学の学長の桂川孝裕亀岡市長の挨拶の

後、全員で記念写真を撮り、水辺での活動に入りました。 

1 班は、初級、中級コースの研究員たちが、水辺にすむ生

き物の観察をしました。NPO 法人「かめおか人と自然のネッ

トワーク」の仲田さんの指導でタモ網を使って生き物をすく

いました。また、投網で大きなナマズが取れたときは、大歓

声が上がりました。水槽には、オイカワ、ニゴイ、ゴリ、ヨ

シノボリなど数多く、またアメリカザリガニなどもとれまし

た。みんなで観察して、最後に川へ戻しました。 

もう 1 班は、カヌーに挑戦です。上級コースと、卒業生の

キッズクラブのみんなで、最初は恐る恐る乗船し、カヌーも 
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「ホタル教室」 

亀岡生き物大学 

「開校式＆水辺の教室」 



 

 

ぐらぐらして怖そうでしたが、先生の岩本さんの的確なご

指導もあり、見る見るうちにまっすぐ進むようになりまし

た。少しよろよろしていた子まで、最後にはスムーズに進

みコースを一周できました。見ていた保護者の方たちも

「こんな体験ができるなんて」「すごい、上手に漕いでる！」

と、大好評でした。 

ご協力いただいた先生方、NPO のみな様、環境事業公

社のみな様、ボランティアのみな様に感謝いたします。 

 

 

 

 

 

 

 

   記念写真、生き物大学ガンバロー！ ↑ 

 

 

 

  7 月 22 日(月) 午前 10 時～12 時 参加者：10 名 

  講師：井尻 俊彦氏(亀岡植物誌研究会) 

第１回目は植物についてのお話しと植物採集を実施し

ました。講師は、亀岡植物誌研究会の井尻先生です。植物

のお話しの後、実際に野外で植物採集をしました。神前の

千々川沿いの里道を巡って花の咲いている植物を探しま

した。「少し小雨が降っているため植物採集がしやすいで

すね」と先生も参加者を手伝って根を掘ってくれました。 

 子も親も、熱心に歩きながら植物を採集し「これは何？」

と次々に先生に質問すると、それに一つ一つ丁寧に説明さ

れ、参加者たちは特徴を確認しながら採集袋へ入れました。 

約 1 時間の採集の後、植物を 1 本ずつ新聞紙に挟み乾燥

させます。一か月後の第二回目の講座で、台紙に貼ると本

格的な標本の出来上がりです。沢山採集した参加者の男の

子は「作業は大変だけど、頑張る！」と植物を挟んだ新聞

の束を大

事に抱え

て持ち帰

りました。 

 

 

 

      神前の里道で植物採集♪ ↑ 

遊びに来たよ！来村報告 

◎亀岡市立幼稚園   

6 月 6 日(木) 10：10～12：50  

3・4 歳児 24 名 引率 5 名 

今日のメインは、沢の生き物と触れ合いとアスレチック

の体験です。サワガニやカエルを捕まえて遊んだ後、アス

レチックに挑戦しました。 

  ◎亀岡市立別院保育所 

  6 月 28 日(金) 10：00～13：00 

4・5 歳児 計 13 名  引率 6 名 

  ドングリ広場からまつぼっくり峠を越え、ぐるり一周し

ました。途中ヤマモモの赤い実を見つけました。 

◎亀岡市立川東保育所 

7 月 11 日（木） 9：30～13：30 

5 歳児 28 名  引率 6 名 

雨だったので室内でクラフトを作ったり昆虫クイズを

したりして遊びました。鈴虫をお土産に持ち帰りました。 

◎千代川幼稚園 

7 月 12 日（金）10：15～13：30 

5 歳児 35 名  引率 3 名 

今日は、仲田さんの森の幼稚園プログラム

です。子ども村をぐるりまわって自然に親しみながら、い

ろいろな観察をしました。ムラタの森では補聴器を使って

木の幹の音を代わる代わる聞きました。 

 

◎生き物大学特別講座（9月） 

きのこ教室 

  9 月 22 日 午前 10時～12時  定員 30 名 

子ども村の周辺の森で、自然に生えるきのこを観察しま

す。講師は、京都御苑きのこ会の佐野先生です。 

色々なキノコのお話が聞けますよ♪ 

9 月 10 日から募集開始です。ご参加お待ちしてまーす！ 

 

詳しい内容や応募要項は、きらり☆亀岡おしらせや、地

球環境子ども村のホームページ、フェイスブックをご参照

ください。詳しくは、地球環境子ども村へお問い合わせく

ださい。（文責：植木） 

地球環境子ども村 

〒621-0242  亀岡市宮前町神前長野１５ 

℡：0771-26-6100  Fax：0771-26-5002 

Email： kodomomura@city.kameoka.lg.jp 
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「植物標本を作ろう！」1 回目 


